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撒 図．逆断層による変位の累積（原図は岡田篤正氏による）

　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　日本周辺では、多くの地震が発生するが、内陸の

活断層に伴った地震は、海溝型の地震と比較して発

生頻度は低いものの、生活圏の直下で発生するため

に、甚大な被害を生じることがある。そこで、活断

層の地震に対する防災や減災を検討する上で、まず

知るべきこととして、「どこで地震が発生するか」「ど

の程度の規模の地震が発生するか」（発生しうるか）

が重要な情報となる。

　活断層による地震では、地下深部で発生した岩盤

のずれが、地表にまで到達し、地盤をずらすことが

ある。一つの活断層では、千年～数万年に１度程度

の頻度であるが、長い時間をかけて何度も地震を伴

いながら、ずれが累積すると、地盤のずれが、崖（断

層崖
がい

）となり、やがて丘陵や山地、そして山脈を形

成していく（図参照）。また、ずれが地表にまで到

達しなかった場合は、地形の変形（撓曲崖
とうきょくがい

）として

現れる場合もある。

　我々は、地震が発生する地下深く（５～20㎞程度）

での岩盤のずれや、ずれの範囲（断層面の広がり）

を直接把握することは難しいので、地下での岩盤の

ずれが、地表に到達して生じた活断層から、それを

推測しなければならない。

　活断層の位置や分布は、空中写真の立体視や最近

ではデジタル標高データ（１～２ｍの格子状に分布

する標高データ）を立体視することにより、新しい

地形が変位（切断）や変形を受けている場所を探す。

そのような地形の痕跡が、連続的に確認できるもの

を活断層としている。活断層の位置や分布は、専門

書以外では、国土地理院から公表している活断層図

などで見ることができる（国土地理院ホームページ

の「地理院地図」から閲覧可能）。活断層分布と地形

の変位や変形の特徴および地表付近で観察される断

層の傾斜方向と角度などから、地下での断層面が推

定される。

　活断層は、その長さが長いほど、大きな規模の地

震が発生し、地震時の岩盤のずれの量も大きいこと

が知られている（松田、1975）。松田（1975）では、

1890年代以降に国内の活断層で発生した地震の規模

（マグニチュード、以下Ｍ）と活断層の長さ、地震

時のずれの量の関係を統計的に調べ、以下の関係が

あるとした。

logＬ＝0.6Ｍ－2.9

logＤ＝0.6Ｍ－4.0

　Ｌは断層の長さ(㎞)を示し、Ｍはマグニチュード、

Ｄは断層の変位量(ｍ)を示している。上記の式から

は、約20㎞の長さを持つ活断層ではＭ７の地震が発

生し、約1.6ｍのずれが生じる。約30㎞の長さの活

断層ではＭ7.3で約2.4ｍのずれ、約40㎞の活断層は

Ｍ7.5で約3.2ｍのずれが発生しうるということにな

る。1890年代以降の14の活断層に伴う地震が根拠で

あり、自然現象でもあるので、実際とは多少の違い

が生じることはあるが、おおよそこの関係は、成り

立っているとされ、活断層の評価にも用いられてい

る。

　1995年の兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）以

降、文部科学省の地震調査研究推進本部では、Ｍ７

以上を発生させる約20㎞以上の活断層を中心に、大

学や研究機関で得られた調査・研究成果を元にして、

活断層の評価が行われている。活断層により発生す

る地震動の予測においても、活断層位置や分布（長

さ）は、必要不可欠な情報になっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

県総務部　　　　　　　　　　　

　県総務部管財課は24日付で、条

件付一般競争入札で実施する旧勝

手町・川原小路公舎敷地登記測量

調査等業務委託を公告した。入札

参加希望者は入札参加申請書を、

同課に持参により８日16時までに

提出すること。入札は17日を予定

している。

▽旧勝手町・川原小路公舎敷地登

記測量調査等業務委託

施行地　奥州市水沢字勝手町～川

原小路地内

期　限　2023年12月13日まで

業務内容　県有地（1861.16㎡）

について､現地調査、土地測量、

登記手続き等を行う

入札参加者資格　アまたはイのい

ずれかの条件を満たす者である

こと。ア：土地家屋調査士の資

格を有する者または土地家屋調

査士法第26条に規定する土地家

屋調査士法人で、岩手県土地家

屋調査会または公益社団法人岩

手県公共嘱託登記土地家屋調査

士協会に所属する者であるこ

と。イ：公益社団法人岩手県公

共嘱託登記土地家屋調査士協会

であること

参加申請書の受付　2023年５月８

日16時まで

入札日時　2023年５月17日10時

………………………………………

県土整備部　　　　　　　　　　

　県土整備部建築住宅課は24日付

で、令和５年度空き家情報利活用

促進業務委託の公募を開始した。

参加希望者は５月10日17時まで

に、同課住宅計画担当に参加意思

確認書を持参または郵送により提

出すること。

▽令和５年度空き家情報利活用促

進業務委託

期　限　2024年２月29日まで

業務内容　「空き家」を活用した、

若者・移住定住者の住宅支援や

地域振興等の施策を実施するた

め、各市町村向けのセミナーの

開催を実施することにより、各

市町村の「空き家バンク」の利

活用を促進する。［業務内容］

セミナーの開催

参加資格　空き家に関する利活用

および住民からのニーズ等に対

して幅広い知識を有し、仕様書

に記載する業務内容を確実に実

施できる者であること。過去に

県内における空き家に関する業

務について、受託者として適正

に執行した実績を有し、かつ当

該業務の適正な執行に必要な組

織体制を有していること。当該

業務を円滑に遂行するために必

要な経営基盤を有し、かつ資金

・機材等について十分な管理能

力を有していること

参加意思確認書の提出期限　2023

年５月10日17時

………………………………………

県盛岡広域振興局農政部　　　　

　県盛岡広域振興局農政部農村整

備室は25日付で、農地整備事業（経

営体育成型）星山・犬吠森地区確

定測量業務の公募を開始した。参

加希望者は参加意思確認書を５月

１日17時までに、同室管理用地課

へ持参により提出すること。

▽農地整備事業（経営体育成型）

星山・犬吠森地区確定測量業務

施行地　紫波町星山、犬吠森地内

期　限　2024年３月15日まで

業務内容　農地整備事業（経営体

育成型）星山・犬吠森地区の区

画整理工事後における換地区域

の境界点の位置を定め、これを

現地に標示して換地区の形状等

を確定する作業を行う。［業務

内容］確定測量（Ａ＝17.9 ）

応募資格　建設関連業務競争入札

参加資格者名簿に登載されてい

ること。または、農林水産省競

争参加資格（全省統一資格・「役

務の提供等」）を有しているこ

と。県内に本店または営業所を

有していること

参加意思確認書の提出　2023年５

月１日17時まで

………………………………………

県大船渡審査指導監　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は25日付で、総合評価落札方

式で実施する大船渡港野々田岸壁

（－7.5ｍ）電気防食更新工事を

公告した。入札参加希望者は入札

参加申請書を電子入札システムに

より５月８日正午までに提出する

こと。入札は24日を予定している。

▽大船渡港野々田岸壁（－7.5ｍ）

電気防食更新工事（簡易２型、

週休２日：発注者指定型、ＩＣ

Ｔ：希望型、ＣＣＵＳ活用モデ

ル工事）

施行地　大船渡市大船渡町字野々

田地内

工　期　263日間

工事内容　電気防食（50年耐用型

3.0Ａ）86個、電気防食（50年

耐用型3.5Ａ）62個

予定価格　9473万円

入札参加資格　土木工事Ａ級資格

者で、岩手県内に建設業法に基

づく主たる営業所を有するこ

と。2008年４月１日以降に、元

請けとして海中工事（船舶等を

使用する工事でしゅんせつ工事

以外のものまたは水面下ゼロメ

ートル以下の潜水士による作業

を伴う工事）を施工した実績を

有すること（特定共同企業体の

構成員として施工した工事につ

いては、代表者として施工した

場合のものに限る）。土木工事業

に関する特定建設業の許可を有

していること

参加申請書の受付　2023年５月８

日正午まで

入札予定日時　2023年５月24日17

時まで

開札予定日時　2023年５月25日13

時

………………………………………

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は25日付で、条件付一般競争

入札で実施する綾里川ダム照明設

備更新工事など２件を公告した。

入札参加希望者は入札参加申請書

を電子入札システムにより５月８

日正午までに提出すること。入札

は17日を予定している。

▽綾里川ダム照明設備更新工事

（週休２日：発注者指定型、Ｃ

ＣＵＳ活用モデル工事）

施行地　大船渡市三陸町綾里字坂

本地内

工　期　2024年３月15日まで

工事内容　照明設備更新１式

予定価格　2579万3000円

入札参加資格　電気設備工事Ａ級

資格者で、盛岡広域振興局、県

南広域振興局（本局、花巻地区、

北上地区、一関地区）、沿岸広域

振興局（本局、宮古地区、大船

渡地区）の区域に建設業法に基

づく主たる営業所を有するこ

と。2008年４月１日以降に、元

請けとして道路照明またはトン

ネル照明に係る電気設備工事を

施工した実績を有すること

▽綾里川ダム給水設備更新工事

（週休２日：発注者指定型、Ｃ

ＣＵＳ活用モデル工事）

施行地　大船渡市三陸町綾里字坂

本地内

工　期　2024年３月15日まで

工事内容　給水設備更新１式

予定価格　842万4000円

入札参加資格　機械設備工事資格

者で、次のアまたはイのいずれ

かの要件を満たすこと。ア・岩

手県内に建設業法に基づく主た

る営業所を有すること。イ・盛

岡広域振興局、県南広域振興局

（本局、花巻地区、北上地区、

一関地区）、沿岸広域振興局（本

局、宮古地区、大船渡地区）の

区域に建設業法に基づく営業所

を有すること。建設業法に基づ

く水道施設工事業の許可を有す

る者であること。2008年４月１

日以降に、元請けとして上水、

下水または工業用水処理施設の

機械設備（ポンプ設備を含むも

のに限る）の工事（新設または

更新工事に限る）を施工した実

績を有すること。建設業法に基

づく水道施設工事業の許可を有

する者であること

※以上２件

開札予定時間　13時

▼以上２件

参加申請書の受付　2023年５月８

日正午まで

入札予定日時　2023年５月17日17

時まで

開札予定月日　2023年５月18日

………………………………………

県教育委員会　　　　　　　　　

　県教育委員会は21日付で、条件

付一般競争入札で実施する岩手県

立黒沢尻工業高等学校非常階段改

築等工事設計業務など７件を公告

した。入札参加希望者は申請書を

28日17時までに、持参または郵送

により提出すること。入札・開札

は５月24日に行われる。

▽岩手県立盛岡第四高等学校暖房

設備更新工事設計業務

施行地　県立盛岡第四高等学校

（盛岡市津志田26地割17番地１）

期　限　90日間

業務内容　岩手県立盛岡第四高等

学校暖房設備更新工事設計業務

入札参加資格　建設関連業務競争

入札参加資格者名簿の建築関係

建設コンサルタントの暖冷房業

務を申請業務として申告した者

で、岩手県内に本店または営業

所等（岩手県内に本店を有する

（７面へつづく）


